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血
管
外
科
は
、
動
脈
瘤
、
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
、
下
肢
静
脈
瘤
、
深
部
静
脈
血
栓
症
、

リ
ン
パ
浮
腫
な
ど
の
血
管
疾
患
の
診
療
を
行

い
ま
す
。
当
院
で
は
、
主
に
下
肢
静
脈
瘤
、

深
部
静
脈
血
栓
症
、
リ
ン
パ
浮
腫
に
対
す
る

診
断
治
療
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
予
約
電
話
0
8
8・8
7
3・3
8
0
6
）

　

下
肢
の
静
脈
に
は
皮
下
に
存
在
す
る
表
在

静
脈
と
、
深
部
の
筋
層
に
囲
ま
れ
た
深
部
静

脈
が
あ
り
ま
す
。
静
脈
瘤
は
、
こ
の
表
在

静
脈
が
拡
張
、
屈

曲
、
蛇
行
し
瘤
状

に
な
っ
た
も
の
で

す
〔
図
1
〕。

　

静
脈
に
は
弁
が
存
在
し
、
血
液
の
逆
流
を

防
止
し
、
心
臓
へ
の
血
液
還
流
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
静
脈
弁
が
障
害
さ

れ
る
こ
と
で
血
液
の
逆
流
が
生
じ
、
末
梢
の

静
脈
に
血
液
が
う
っ
滞
し
、
静
脈
の
拡
張
を

来
し
、
静
脈
瘤
に
な
り
ま
す
。
症
状
は
、
下

肢
の
重
だ
る
さ
、
こ
む
ら
返
り
な
ど
を
認
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
う
っ
滞
症

状
が
悪
化
す
れ
ば
、
皮
膚
炎
を
お
こ
し
、
皮

膚
の
慢
性
的
な
掻そ

う

痒よ
う

感
、
色
素
沈
着
、
潰
瘍

が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〔
図
2
〕。

　

治
療
は
、
圧
迫
療

法
、
手
術
治
療
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
圧

迫
療
法
は
、
弾
性
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど

を
着
用
し
、
下
肢
を

圧
迫
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
下
腿
の
筋
ポ

ン
プ
作
用
を
補
助
し
、
静
脈
還
流
を
改
善
さ

せ
ま
す
。
重
だ
る
さ
な
ど
の
自
覚
症
状
は
改

善
し
ま
す
。
手
術
治
療
（
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ

手
術
）
は
、
鼠
径
部
や
下
肢
に
数
か
所
の
小

切
開
を
置
き
、
伏
在
静
脈
を
抜
去
し
ま
す
。

分
枝
の
静
脈
瘤
は
、
そ
の
部
位
に
小
切
開
を

置
き
、
切
除
し
て
い
き
ま
す
。
術
後
の
痛
み

は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
制
内
で
す
。
ま
た
最
近

で
は
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
が
主
流
と
な
っ
て
い

ま
す
。
静
脈
を
切
っ
て
抜
去
す
る
の
で
は
な

く
、
レ
ー
ザ
ー
で
焼
い
て
治
療
し
ま
す
。
手

技
が
簡
単

で
日
帰
り

手
術
が
可

能
な
た
め

急
速
に
広

ま
り
ま
し

た
。

　

文
字
ど
お
り
、
下
肢
の
深
部
に
あ
る
静
脈

が
血
栓
（
血
液
の
固
ま
り
）
で
閉
塞
し
、
下

肢
の
著
明
な
腫
脹
、
緊
満
感
、
痛
み
を
認
め

る
病
気
で
す
〔
図
3
〕。
こ
の
深
部
静
脈
に

で
き
た
血
栓
が
遊
離
し
肺
動
脈
に
流
れ
る

と
、肺
動
脈
塞
栓
症
を
発
症
し
、場
合
に
よ
っ

て
は
突
然
死
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）。

　

震
災
で
避
難
所
生
活

中
に
発
症
し
、
死
亡
さ

れ
た
例
が
報
告
さ
れ
、

避
難
所
生
活
で
の
問
題

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
震
災
時
に
は
、
こ
の
血
栓
症
を
予
防

す
る
た
め
に
、
学
会
や
医
師
会
な
ど
が
被
災

地
に
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
下
肢
を
圧
迫
す
る
こ
と
で
下
肢
の
う
っ

血
を
防
ぎ
、
血
液
循
環
を
良
く
す
る
こ
と
で

血
栓
症
を
予
防
し
ま
す
。
治
療
は
、
抗
凝
固

療
法
（
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
固
ま
り
難
く

す
る
）
が
主
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
や
乳
が
ん
な
ど
の
術
後
に
、
リ

ン
パ
還
流
障
害
を
来
し
、
上
肢
や
下
肢
が
腫

れ
る
病
気
で
す
。
根
治
的
な
治
療
は
な
く
、

保
存
的
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
弾
力
包
帯
や

弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
圧
迫
療
法
、
リ

ン
パ
誘
導

マ
ッ
サ
ー

ジ
、
リ
ハ

ビ
リ
な
ど

の
複
合
的

治
療
が
行

わ
れ
ま
す

〔
図
4
〕。

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

『血管外科』を開設しました！
さまざまな血管障害の治療を行います。

お気軽にご相談ください。

細木
病院

左下肢の
腫脹

バンデージ

〔図1〕

〔図2〕

〔図3〕

＜弾性ストッキングのしくみ＞
（出典：ALCARE「メディカルブック
下肢静脈瘤その原因と治療」）

〔図4〕

圧迫後

弾性包帯による圧迫

血管外科部長
西村　哲也

◆ 
下
肢
静
脈
瘤
の
治
療

◆ 
深
部
静
脈
血
栓
症
の
治
療

◆ 

リ
ン
パ
浮
腫
の
治
療

医療に用いられ
る弾性ストッキン
グは、普通のス
トッキングとは違
う特別な編み方
で、足を強く圧
迫するようにつく
られています。
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患
者
さ
ん
が
糖
尿
病
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
病
気

と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
共
に
考
え
よ
う
と
、
今

年
も
6
月
2
日
（
土
）
午
前

9
時
か
ら
正
午
ま
で
、
新
館

地
下
に
お
い
て
、
糖
尿
病
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
『
笑
い
』
を
テ
ー

マ
に
、
糖
尿
病
の
み
な
ら
ず

健
康
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。「
病
は
気
か
ら
」
と
言

い
ま
す
が
、
楽
し
く
笑
っ
て

過
ご
す
こ
と
で
健
康
に
も
影

響
が
あ
る
の
か
な
ど
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
午
前
10
時
よ
り

「
笑
い
と
糖
尿
病
」
に
つ
い

て
簡
単
に
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
後
、
10
時
15
分
よ

り
、
日
本
笑
い
学
会
講
師
団

の
一
人
で
あ
る
間
六
口
（
は

ざ
ま
む
く
ち
）
さ
ん
に
「
笑

い
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
間
さ

ん
は
、
立
て
板
に
水
の
ご
と

く
喋
る
話
芸
で
、
県
内
外
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
笑
っ

て
健
康
に
な
る
秘
訣
を
、
ま

さ
に
爆
笑
し
な
が
ら
学
べ
る

楽
し
い
講
演
会
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
な

お
、
今
回
も
高
知
家
健
康
パ

ス
ポ
ー
ト
の
対
象
事
業
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
加

者
に
は
ヘ
ル
シ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
緑
1
枚
）
が
付
与
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
内
科
副
科
長　

篠
原
雅
幸
）

年も高知は桜の花
が散ると、一足飛

びに初夏がやってきた。
5月中旬になると、高知
市では、すでにあちこち
のホテル等でビアガー
デンが開店して、大勢の

若者が集まる季節だ。たくさん飲みたい人に
は、飲み放題だから、好都合だろう。昨今の
新聞では、居酒屋での飲み放題の値段が問題
視され始めてきたが、お酒は私も好きなので、
若い時には随分飲んだが、今では本当にごく
少量だけ嗜むようになった。お酒は適量飲む
のは、精神安定作用があって、体にはむしろ
良いとされている。今回はビールの飲み方に
ついて話したい。
　ビールが苦くて飲みにくく、嫌いな人や女
性たちが、ビールを飲む方法について、最近
の新聞に載っていたので紹介したい。新聞に

は、ビールをヨーグルトで割る、ジュースで
割る、ジンジャエールで割る、ビールに炭酸
水とレモンを入れる、黒ビールをスパークリ
ングワインで割るなどの、いろいろの飲み方
が載っていた。ビール大好き人間には、何故、
ビールにいろいろ混ぜて飲むのか理解に苦し
む方が多いと思う。ビールの苦みと炭酸の気
持ち良い飲み心地が、ジュースなどと混ぜ合
わされると、全く別の飲み物と感じられて飲
みやすい。しかも、従来からのビールではな
くて、発泡酒や第三のビールでも結構いける。
是非、一度、試されてはいかがでしょうか。
　蛇足だが、私がメキシコへ行った時に、テ
キーラをビールで割った「サブマリーン」と
いうカクテルが飲みやすかったし、テキーラ
はジンジャエールで割ってもおいしい。日本
酒にライムを少し搾って入れて飲むと、日本
酒の味ではなくなった気分になるけれども
…。

　
ビ
ー
ル
の
季
節

　
ビ
ー
ル
の
季
節

時 事
エッセー 今

第
26
回 

糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

6
月
2
日（
土
）開
催

細木病院

参
加
費
無
料
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平
成
25
年
4
月
よ
り
、
毎

週
金
曜
日
に
細
木
病
院
の
内

科
医
2
人
が
交
代
で
国
保
大

正
診
療
所（
四
万
十
町
大
正
）

へ
診
療
支
援
に
行
っ
て
い
ま

す
。
き
っ
か
け
は
、
当
院
が

特
定
医
療
法
人
か
ら
社
会
医

療
法
人
へ
の
転
換
を
目
指

し
、
そ
の
要
件
の
一
つ
と
し

て
へ
き
地
診
療
の
実
績
を
得

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め

で
す
。
へ
き
地
診
療
は

自
分
に
と
っ
て
初
め
て

の
経
験
で
し
た
が
、
今

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
環
境
で
の
診
療

が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
手
を
挙
げ

ま
し
た
。

　

大
正
は
高
知
市
内
か

ら
車
で
1
時
間
半
ほ
ど

の
所
で
、
診
療
所
は
大

正
の
集
落
に
入
っ
た

所
に
あ
り
ま
す
。
診

療
所
と
は
い
え
、
19

の
病
床
が
あ
り
、
Ｃ

Ｔ
撮
影
装
置
や
広
い

リ
ハ
ビ
リ
室
も
備
え

て
お
り
、
比
較
的
大
き
い

規
模
の
診
療
所
と
い
え
ま

す
。
普
段
は
自
治
医
科
大
学

出
身
の
2
人
の
常
勤
医
が
い

ま
す
が
、
金
曜
日
は
1
人
が

他
院
の
応
援
や
研
修
に
行
く

た
め
、
そ
の
代
役
と
し
て
細

木
病
院
の
医
師
が
診
療
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に
総

合
病
院
が
な
い
へ
き
地
の
診

療
所
で
は
、
何
で
も
診
る
総

合
診
療
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
治
医
大
出
身
の
先
生
方
は

各
々
の
専
門
を
持
ち
な
が
ら

も
普
段
は
幅
広
い
分
野
の
疾

患
に
対
応
さ
れ
て
お
り
、
大

正
診
療
所
に
行
く
よ
う
に

な
っ
て
、
私
も
診
療
の
幅
を

少
し
で
も
広
げ
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
は
り
高
齢
の
患
者
さ
ん

が
多
く
、
内
科
診
療
が
メ
イ

ン
で
あ
る
た
め
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
、
心
不
全
、
脳
梗
塞

と
い
っ
た
疾
患
を
抱
え
た
患

者
さ
ん
が
多
く
通
院
し
て
い

ま
す
。
私
は
普
段
、
循
環
器

疾
患
を
主
と
し
て
診
療
し
て

い
る
た
め
、
心
臓
病
の
患
者

さ
ん
に
関
す
る
相
談
に
対
応

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
外
傷
や
整
形
外
科
的
な

疾
患
の
患
者
さ
ん
も
少
な
か

ら
ず
来
院
し
ま
す
の
で
、
内

科
で
は
通
常
行
わ
な
い
傷
の

縫
合
や
膝
関
節
注
射
な
ど
の

外
科
的
手
技
を
ご
指
導
い
た

だ
い
て
修
練
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
間
部
に
あ
る
診

療
所
の
特
徴
で
、
振
動
病
の

患
者
さ
ん
が
通
院
し
て
い
ま

す
。
振
動
病
は
白
蝋
病
（
は

く
ろ
う
び
ょ
う
）
と
も
呼
ば

れ
、
長
期
間
林
業
に
携
わ
っ

た
た
め
に
、
手
や
腕
の
し
び

れ
、
痛
み
な
ど
が
生
じ
る
職

業
病
で
す
。
根
本
的
な
治
療

法
が
な
く
、
患
者
さ

ん
た
ち
は
、
平
日
ほ

ぼ
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
に

通
院
し
、
月
に
1
回

診
察
を
受
け
ま
す
。

手
や
肘
の
関
節
が
変

形
し
た
患
者
さ
ん
を

診
な
が
ら
、
長
年
体

を
張
っ
て
高
知
県
の

林
業
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
労
に
対
す
る

感
謝
の
念
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
。

　

昨
年
8
月
か
ら
は
、
大
正

診
療
所
だ
け
で
は
な
く
、
国

保
十
和
診
療
所
（
四
万
十
町

十
和
）
へ
も
月
1
回
行
か
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
高

知
県
の
人
口
当
た
り
の
医
師

数
は
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
が
、
都
市
部
に
偏

在
し
て
お
り
、
中
山
間
地
域

の
医
師
は
不
足
し
て
い
ま

す
。
最
初
は
、
自
ら
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
目
的
で
行
き

始
め
た
へ
き
地
診
療
で
す

が
、
今
で
は
へ
き
地
の
患
者

さ
ん
や
医
療
従
事
者
の
お
役

に
少
し
で
も
立
て
れ
ば
と
い

う
思
い
が
加
わ
り
、
こ
れ
か

ら
も
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
で

は
、
病
院
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
楽
し
め
る
交
流
の
場

『
ユ
ニ
テ
ィ
祭
』
を
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
今
年
は
5
月

25
日
（
金
）
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
3
時
ま
で
行
い
ま

す
。
1
階
作
業
療
法
室
で

は
、
地
域
の
作
業
所
や
病
院

職
員
、
患
者
さ
ん
に
よ
る
食

品
・
物
品
販
売
な
ど
を
行

い
、
午
後
か
ら
は
6
階
ホ
ー

ル
に
て
、
患
者
さ
ん
や
職
員

に
よ
る
音
楽
発
表
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
♪

細木病院

へ
き
地
診
療
に
携
わ
っ
て

循環器内科部長
山中　伸悟

四万十町国民健康保険十和診療所

四万十町国民健康保険大正診療所

ユ
ニ
テ
ィ
祭
2
0
1
8

細　　木
ユニティ
病　　院

5
月
25
日（
金
）開
催
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平
成
29
年
11
月
に
、
仁
生

会
勤
続
20
年
で
い
た
だ
い
た

旅
行
券
を
利
用
し
て
、
ス
ロ

ベ
ニ
ア
共
和
国
と
ク
ロ
ア
チ

ア
共
和
国
の
周
遊
に
出
掛
け

た
。
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

旅
行
は
数
回
あ
る
も
の
の
、

バ
ル
カ
ン
半
島
に
あ
る
国
を

旅
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

東
西
文
化
が
交
差
し
、
数
々

の
列
強
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
き

た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ

ア
の
地
。
古
代
ロ
ー
マ
か
ら

始
ま
り
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
神
聖
ロ
ー
マ

帝
国
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
な

ど
の
支
配
を
受
け
、
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
一
員
と
し

て
過
ご
し
た
時
代
を
経
て
、

1
9
9
1
年
に
晴
れ
て
独

立
国
家
と
な
っ
た
。
日
高
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
開
院
す
る
1
年

前
の
1
9
9
5
年
に
激
し

い
独
立
戦
争
が
終
結
し
、
特

に
ク
ロ
ア
チ
ア
は
そ
の
影
響

が
今
で
も
残
っ
て
い
る
の
で

は
と
心
配
し
た
が
、
杞
憂
に

終
わ
っ
た
。

　

行
き
は
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
で
乗
り
継
ぎ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
グ
ラ
ー
ツ
に
到

着
。
総
飛
行
時
間
は
13
時
間

ほ
ど
だ
が
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ

ド
イ
ツ
航
空
と
全
日
空
が
提

携
し
て
い
て
、
高
知
空
港
で

ト
ラ
ン
ク
を
預
け
れ
ば
最
終

地
の
グ
ラ
ー
ツ
ま
で
運
ん
で

く
れ
た
。
そ
こ
か
ら
バ
ス
で

ス
ロ
ベ
ニ
ア
に
入
国
し
た
。

　

翌
日
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
が
世

界
に
誇
る
二
つ
の
大
自
然
を

観
光
し
た
。
午
前
中
に
訪
れ

た
ブ
レ
ッ
ド
湖
は
「
ア
ル
プ

ス
の
瞳
」
と
讃
え
ら
れ
る
美

し
い
レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト
だ

が
、
あ
い
に
く
の
雨
と
風

で
、
も
う
一
つ
の
景
観
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
手
漕
ぎ

ボ
ー
ト
に
乗
り
、
ブ
レ
ッ
ド

島
に
上
陸
し
、
99
あ
る
階
段

を
登
り
、
聖
マ
リ
ア
教
会
で

重
い
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
が
で

き
た
。
午
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
大
規
模
を
誇
る
ポ
ス
ト

イ
ナ
鍾
乳
洞
を
観
光
し
た
。

そ
の
規
模
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
、
美
し
さ
で
は
世
界
一
と

も
い
わ
れ
る
。「
イ
ン
デ
ィ

ジ
ョ
ー
ン
ズ
」
の
「
魔
宮
の

伝
説
」
を
彷
彿
さ
せ
る
地
底

ト
ロ
ッ
コ
で
10
分
間
走
り
抜

け
た
後
、
徒
歩
ツ
ア
ー
が
始

ま
っ
た
。
巨
大
で
華
や
か
に

飾
ら
れ
た
多
種
多
様
な
石
柱

や
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
ラ
ク
ダ

の
形
を
し
た
鍾
乳
石
が
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。
鍾

乳
洞
と
い
え
ば
龍
河
洞
し
か

知
ら
な
い
自
分
と
し
て
は
、

あ
ま
り
の
美
し
さ
と
巨
大
さ

に
言
葉
を
失
っ
た
。
ポ
ス
ト

イ
ナ
鍾
乳
洞
観
光
の
後
、
ク

ロ
ア
チ
ア
に
入
国
し
た
。

　

次
の
日
は
ア
ド
リ
ア
海
沿

岸
を
南
下
し
、
午
後
か
ら
ス

プ
リ
ッ
ト
を
観
光
し
た
。
首

都
ザ
グ
レ
ブ
に
次
ぐ
第
2
の

都
市
。
3
世
紀
に
建
て
ら
れ

た
ロ
ー
マ
皇
帝
デ
ィ
オ
ク
レ

テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
宮
殿
に
人
々

が
住
み
着
い
た
の
を
き
っ
か

け
に
街
が
誕
生
し
た
の
で
あ

る
。
不
思
議
な
街
並
み
で

あ
っ
た
。
特
に
宮
殿
内
は
、

地
下
ま
で
続
く
皇
帝
の
居
室

や
、
8
世
紀
に
皇
帝
の
霊
廟

か
ら
改
築
さ
れ
た
大
聖
堂
な

ど
、
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
と

中
世
の
建
造
物
が
う
ま
く
融

合
し
て
い
た
。

　

ス
プ
リ
ッ
ト
で
1
泊
し
て

さ
ら
に
南
下
し
、
今
回
の
ツ

ア
ー
で
は
絶
対
は
ず
せ
な
い

ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
を
観
光
し

た
。
た
だ
、
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク

に
行
く
た
め
に
は
、
シ
ェ
ン

ゲ
ン
協
定
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
家
間
に
お
い
て
国
境
検
査

な
し
で
国
境
を
越
え
る
こ
と

を
許
可
す
る
協
定
）
に
加
盟

し
て
な
い
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
を
バ
ス
で
通
過

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
出
入

国
の
税
関
審
査
に
時
間
が
か

か
っ
た
。
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
は

ク
ロ
ア
チ
ア
南
端
に
あ
る
世

界
遺
産
の
街
で
、
古
く
か
ら

海
洋
都
市
国
家
と
し
て
栄

え
、
独
自
の
文
化
を
育
ん
で

い
る
。
城
壁
に
囲
ま
れ
た
旧

市
街
に
入
る
前
に
、
北
側
に

そ
び
え
る
ス
ル
ジ
山
に
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
登
り
、
ア
ド
リ

ア
海
に
浮
か
ぶ
旧
市
街
を
眺

望
し
た
。
ジ
ブ
リ
映
画
「
紅

の
豚
」「
魔
女
の
宅
急
便
」

で
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
さ
れ

る
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
統
一
さ

れ
た
家
の
屋
根
と
、
美
し
く

輝
く
ア
ド
リ
ア
海
が
一
望
で

き
た
。
そ
の
後
、
降
り
て
、

城
壁
内
の
旧
市
街
を
観
光
し

た
。
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
の
守
護

聖
人
聖
ブ
ラ
ホ
像
が
立
っ
て

日高クリニック院長　松本 和博

勤続20年、スロベニア
～クロアチア旅行記

ス
ロ
ベ
ニ
ア
の

　
　
　  

大
自
然
に
圧
倒

ス
プ
リ
ッ
ト
の

　
　
　不
思
議
な
街
並
み

世
界
遺
産
の
街

　
　
　
　ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
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い
る
西
の
ピ
レ
門
か
ら
入
り
、

東
の
ル
ジ
ャ
広
場
ま
で
の

2
0
0
ｍ
ほ
ど
の
プ
ラ
ツ
ァ

通
り
は
街
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
で
あ
る
。
石
畳
の
路

地
と
通
り
の
両
側
に
は
、
カ

フ
ェ
や
銀
行
、
土
産
物
店
が

立
ち
並
び
、
観
光
客
の
姿
が

絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
15
世

紀
に
造
ら
れ
た
オ
ノ
フ
リ
オ

の
大
噴
水
は
今
も
健
在
で
、

世
界
で
3
番
目
に
古
い
薬
局

が
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修

道
院
や
宗
教
美
術
品
が
豊
富

な
大
聖
堂
な
ど
、
見
所
い
っ

ぱ
い
の
宗
教
建
築
を
観
光
し

た
。
翌
朝
、
城
壁
の
上
に
巡

ら
さ
れ
た
約
2
㎞
の
遊
歩
道

を
2
時
間
ほ
ど
か
け
て
一
周

し
た
。
城
壁
へ
の
上
り
口
は

全
部
で
3
か
所
あ
り
、
登
る

と
反
時
計
回
り
に
一
方
通
行

に
な
っ
て
い
る
。
上
か
ら
見

る
褐
色
の
屋
根
瓦
や
紺
碧
の

ア
ド
リ
ア
海
の
風
景
を
再
度

堪
能
し
た
。
そ
の
後
、
次
の

観
光
地
プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
へ

向
か
っ
て
北
上
し
た
。

　

ホ
テ
ル
で
1
泊
し
、
朝
か

ら
プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
湖
群
国

立
公
園
に
向
か
っ
た
。
切
り

立
っ
た
峡
谷
に
、
大
小
16
の

湖
と
無
数
の
滝
が
点
在
し
て

い
る
。
道
が
ゆ
る
や
か
な
下

流
側
の
下
湖
群
の
湖
畔
に
巡

ら
さ
れ
た
遊
歩
道
を
歩
い

た
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

に
輝
く
湖
と
岩
盤
を
流
れ
る

滝
が
幻
想
的
な
景
観
を
造
り

出
し
て
い
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ

の
後
は
、
園
内
最
大
の
湖
で

あ
る
コ
ジ
ャ
ク
湖
を
の
ん
び

り
遊
覧
し
た
。
た
だ
、
前
日

降
っ
た
雪
で
遊
歩
道
が
一
部

凍
結
し
、
ま
た
遊
覧
船
も
寒

風
を
遮
蔽
す
る
も
の
が
前
後

に
あ
る
だ
け
で
、
か
な
り
の

防
寒
対
策
が
必
要
だ
っ
た
。

　

プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
湖
群
の

観
光
が
終
わ
る
と
さ
ら
に
北

上
し
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
最

終
観
光
地
で
あ
る
ク
ロ
ア
チ

ア
の
首
都
ザ
グ
レ
ブ
に
入

り
、市
内
観
光
を
楽
し
ん
だ
。

ザ
グ
レ
ブ
は
、
中
世
の
街
並

み
が
残
る
ア
ッ
パ
ー
タ
ウ
ン

と
19
世
紀
に
整
備
さ
れ
た
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
が
あ
る
が
、
今

回
は
見
所
が
多
い
ア
ッ
パ
ー

タ
ウ
ン
を
街
歩
き
し
た
。
ク

ロ
ア
チ
ア
の
英
雄
イ
ェ
ラ

チ
ッ
チ
総
督
の
像
が
あ
る
共

和
国
広
場
を
集
合
場
所
に
し

て
、
東
側
の
カ
プ
ト
ル
か
ら

西
側
の
グ
ラ
デ
ツ
へ
の
街
歩

き
。
ザ
グ
レ
ブ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
聖
母
被
昇
天
大
聖

堂
、
市
民
が
集
う
ザ
グ
レ
ブ

の
台
所
ド
ラ
ツ
青
果
市
場
を

通
り
、
石
の
門
を
く
ぐ
っ

て
、
モ
ザ
イ
ク
の
屋
根
が
美

し
い
聖
マ
ル
コ
教
会
へ
の
街

歩
き
は
、
ま
さ
に
歴
史
探
索

ウ
ォ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
で
す
べ
て
の
観
光
が

終
わ
り
、
ザ
グ
レ
ブ
の
ホ
テ

ル
に
入
っ
た
。
翌
日
は
バ
ス

で
グ
ラ
ー
ツ
ま
で
北
上
し
、

空
路
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
経

由
で
帰
国
の
途
に
就
い
た
。

　

仁
生
会
勤
続
20
年
の
節
目

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
や

文
化
が
凝
縮
さ
れ
た
、
世
界

遺
産
が
豊
富
な
ス
ロ
ベ
ニ
ア

と
ク
ロ
ア
チ
ア
を
旅
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

4
月
14
日
、
細
木
病
院
新

館
高
行
記
念
講
堂
に
お
い

て
、
ほ
そ
ぎ
爆
笑
寄
席
が
開

催
さ
れ
、
関
西
落
語
会
の
気

鋭
の
噺
家
、
桂
か
い
枝
師
匠

と
桂
文
鹿
師
匠
の
お
二
人

が
楽
し
い
落
語
や
言
葉
遊

び
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し

た
。
会
場
に

は
入
院
患
者

さ
ん
や
ご
家

族
、
近
隣
の

住
民
な
ど
約

1
1
0
人
が

集
ま
り
、
大

爆
笑
の
渦
に

包
ま
れ
ま
し

た
。
来
場

者
か
ら
は
、

「
笑
っ
て
命

が
延
び
ま
し
た
」「
入
院
中

で
す
が
お
噺
を
聞
く
こ
と
が

で
き
て
幸
せ
で
す
」「
病
気

の
方
が
笑
え
る
場
を
作
っ
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
皆
さ
ん
大

喜
び
で
し
た
。

プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
の

　
　
　
　幻
想
的
な
景
観

ク
ロ
ア
チ
ア
の
首
都

　
　ザ
グ
レ
ブ
で
街
歩
き

ほ
そ
ぎ
爆
笑
寄
席

　
　大
爆
笑
の
落
語
会
開
催！

細木病院

大爆笑に包まれた来場者でいっぱいの会場
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2
月
25
日
、
高
知
県
立
ふ

く
し
交
流
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
第
28
回
高
知
県
理
学
療

法
士
協
会
新
人
発
表
学
術
集

会
が
開
催
さ
れ
、
当
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
の
理
学

療
法
士
の
私
（
弘
瀬
文
）
と

久
保
田
夏
未
が
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
同
課
の
橋
田
寿

恵
在
宅
担
当
係
長
が
生
活
支

援
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
座
長
を
務

め
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
の
発
表
に
向

け
、
昨
年
の
5
月
頃
か
ら
患

者
さ
ん
と
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
理
学
療
法
評

価
や
治
療
で
悩
ん
だ
こ
と
も

多
く
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
ず
、
経
験
不

足
、
知
識
不
足
を
痛
感
し
ま

し
た
。
そ
ん
な
私
に
、
指
導

者
や
他
職
種
を
含
め
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
の
先
輩

方
に
は
、
患
者
さ
ん
と
の
関

わ
り
方
を
は
じ
め
、
理
学
療

法
士
と
し
て
の
視
点
や
治
療

方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
無
事

に
新
人
発
表
学
術
集
会
で
の

発
表
を
終
え
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
発
表

で
は
、
1
年

間
を
通
し
て
の

成
果
を
伝
え
ら

れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
以

上
に
、
治
療
観

点
で
の
課
題
に

気
付
く
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
い

た
だ
い
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
基
に
、
知
識
や
技

術
を
深
め
、
地
域
や
病
院
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
理
学
療
法

士
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
理
学
療
法
士　

弘
瀬　

文
）

　
時
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も

の
で
、
新
社
会
人
へ
の
意
気

込
み
を
胸
に
入
社
式
へ
臨
ん

だ
日
を
つ
い
先
日
の
こ
と
の

よ
う
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　
短
く
感
じ
た
1
年
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に

過
ご
す
日
々
は
毎
日
が
未
知

と
の
遭
遇
で
あ
り
、
課
題
が

山
積
み
で
し
た
。
立
派
に
研

修
医
と
し
て
過
ご
せ
て
い
た

と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
無
事

に
1
年
間
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
の
熱
心
な
ご
指
導

の
賜
物
で
あ
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　
2
年
目
を
迎
え
た
今
、

後
輩
の
初
期
研
修
も
ス
タ
ー

ト
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
ご
指

導
い
た
だ
く
立
場
」に
加
え
、

「
手
本
と
な
り
指
導
す
る
立

場
」
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

来
年
に
は
、
専
門
領
域
で
の

後
期
研
修
も
控
え
て
い
る
た

め
、
こ
の
1
年
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
勉
学
や
技
術
習
得

に
対
す
る
努
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
気
を
引
き
締
め
直
し

て
医
療
に
向
き
合
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

も
皆
様
に
は
多
く
の
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
何
と
ぞ
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
細
木
病
院
で
の
研
修
が
始

ま
っ
て
か
ら
早
く
も
1
年

が
経
ち
、
時
が
過
ぎ
る
の
は

早
い
も
の
だ
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
1
年
間
、

指
導
医
の
先
生
方
を
は
じ
め

病
院
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
親
切
、
丁
寧
な
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
ど
う
に

か
1
年
目
の
研
修
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
研
修
が
始
ま
っ
て
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
医
師
と
い

う
仕
事
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
分
か
っ

て
き
た
よ
う
に
思
え
る
一
方

で
、
自
ら
の
未
熟
さ
、
そ
し

て
よ
き
医
師
に
な
る
こ
と
の

難
し
さ
を
日
々
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
研
修
医
生
活
も

2
年
目
を
迎
え
、
来
年
に

は
専
門
と
す
る
診
療
科
の
道

を
進
む
と
い
う
こ
と
で
、
今

年
は
医
師
と
し
て
さ
ら
な
る

成
長
が
求
め
ら
れ
る
1
年

間
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
入
社
し
た
3
人
の
研

修
医
の
手
本
と
な
る
べ
く
、

さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

細木病院

平
成
29
年
度
1
年
目

　
　
　初
期
臨
床
研
修
を
振
り
返
っ
て

研修医　小林　修研修医　藤原維斗彦

高
知
県
理
学
療
法
士
協
会
新
人
発
表
学
術
集
会
で

1
年
間
の
成
果
を
発
表
！

細木病院

テーマ  発表者

右人工股関節症例に対する
足部アプローチ

～「疲れず歩きたい」という
主訴に着目して～

弘瀬　文

人工膝関節術後成績に
影響を与える因子の検討

～当院TKAパス使用症例を通じて～
久保田夏未

発表中の弘瀬理学療法士
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細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院

の
重
度
認
知
症
患
者
デ

イ
ケ
ア
「
デ
イ
・
ア
ル

テ
ン
」
で
は
、
個
別
性

を
重
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
に
機
能
訓
練
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

組
み
込
み
、
自
分
ら
し

さ
を
大
切
に
し
た
生
活

を
送
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ご
家

族
の
介
護
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
し
な
が
ら
、

家
庭
で
の
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院  

　

医
療
相
談
室

　

西
森
侑
代
）

仁生会のホームページへ
http://jinsei-kai.c.ooco.jp/

NO.117
《売店》
細木病院 新館地下
０８８-８２２-７２１１（代）/内線１６１０
三愛病院 １階
０８８-８４５-５２９１（代）/内線２６０

皆様の
健康を願って

㈲積善会がお届けするインターネットショップ！
Ｚｅｎショップが新しくなりました。
　新製品も続々登場!!
　ぜひ一度ご覧ください。

http://store.shopping.yahoo.co.jp/zen-shop100

今月の健康目標『歩きましょう すっきり笑顔で、健康づくり！』

セール期間は6月30日ご注文分まで！
お取り寄せ商品になりますので、早めのご予約・ご注文をお願いします。
（お届けまでに1週間程度要する場合があります。）
痛んだりサイズ合わない靴を履いていると、気づかないうちに姿勢が
悪くなったり疲労がたまりがちに･･･。 あなたにぴったりのシューズを探
してみませんか？

機能性に富んだナースシューズが勢揃い！～ ナースシューズ・サマーセール開催中 ～
シェスター

スポーツシューズ ライトスポーツ クイックスポーツ アクティブ
バリューバージョン

エアクッション入 軽量ソール かかとを踏める
2Wayタイプ

エアメッシュで
ムレ対策

㈱フォーク
533

2,800円（税込）

モスワールド㈱
488

2,500円（税込）

モスワールド㈱
388

2,500円（税込）

マリアンヌ製靴㈱
バリュ！V2 Ｅプラン
3,180円（税込）

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

重度認知症患者
デイケアについて

細木ユニティ病院細木ユニティ病院

♬♬

♬

音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内
　音楽には人の心を癒し元気づける力があります。音楽療
法は、音楽の持つ力を活用しながら、心身の健康維持・増進、
生活の質の向上を促進する療法です。

　細木ユニティ病院では、月2回ほど、Ｓ館 6階で音楽療法コンサー
トを開催しています。 
　無料で公開していますので、一 般の方もお気軽にお越しくださ
い。
　＊駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。

お
り
ん
に
音
階
を
つ
け
た
楽
器「
久
乗
編
鐘（
き
ゅ
う
じ
ょ
う
へ

ん
し
ょ
う
）」に
よ
る
演
奏
で
す
。高
岡
大
仏
奉
納
、二
上
山
仏

舎
利
塔
奉
納
な
ど
寺
院
で
の
演
奏
の
ほ
か
、医
療
施
設
や
そ
の

他
コ
ン
サ
ー
ト
、イ
ベ
ン
ト
で
も
演
奏
し
て
い
ま
す
。

第
400
回
◇ 

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
400
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

〜
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
で
贈
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
と
想
い
出
の
歌
〜

　6
月
29
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
山
内
豊
瑞（
フ
ル
ー
ト
）

　
　
　
　松
岡
純
子（
ピ
ア
ノ
）

第
399
回
◇ 

ゆ
っ
た
り
、
ま
っ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
お
り
ん
の
響
き
〜

　6
月
15
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
お
り
ん
ユ
ニ
ッ
ト
ひ
び
き

高
知
県
出
身
。第
11
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ

ク
コ
ン
ク
ー
ル
フ
ル
ー
ト
部
門
最
高
位

受
賞
。そ
の
他
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

賞
歴
。小
澤
征
爾
音
楽
塾
に
参
加
。日

本
、フ
ラ
ン
ス
各
地
に
て
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ

ル
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

や
ま
う
ち
と
よ
み
つ

利用対象者 認知症の診断がある方で、細木ユニティ病院の主治医
からデイ・アルテンの利用を勧められた方

実施日 月～土曜日
祝日も実施しています。（日曜日と年末年始は休み）

利用料金
医療保険を利用。医療保険の負担割合によって違います。
ちなみに、1割負担の方は1日1,160円です。
(昼食代、おやつ代、送迎料、入浴介助料を含む。)

担当職員 医師(1日1回回診あり)、看護師、作業療法士、介護福
祉士、ヘルパー

プログラム

＜午前＞塗り絵、貼り絵等個人に応じた作業を提供
＜午後＞体操、ベンチサッカー、風船バレー、音楽療
法、茶道、映画鑑賞等
動きのあるプログラムと静かに取り組むプログラムを
交互に組み合わせています。

利用相談 細木ユニティ病院医療相談室（西森・杉本まで）
☎088-802-3366
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